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GDLS 

生徒向けマニュアル 

株式会社学研メソッド 

2021 年 3 月 22 日 

■全体図 

・本部管理者、塾管理者、教室長、講師、生徒（保護者）の主に 5 つの権限を想定 

・生徒の役割： 

■基本的な学習の流れ（通常学習期間）：P2～P12 

■学習履歴を確認する：P13～P15 

■基本的な学習の流れ（定期テスト対策期間）：P16～P18 

■学習履歴を確認する（定期テストのみの機能）：P19 

■基本的な学習の流れ（講習会期間）：P20～P24 

■学習履歴を確認する（講習会のみの機能）：P25 

■目標を設定する：P26 

■推奨環境：P28 

 

■アクセス情報 

下記 URL、もしくは右記二次元バーコードからログインください。 

https://gdls.gakken.jp/student/login 

（GDLS コードは教室長から受け取れます） 

https://gdls.gakken.jp/student/login
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■基本的な学習の流れ（通常学習期間） 

１ 自習で学習を行う 

・ダッシュボードで「授業を始める」を選択 

 

・教科を選択 

 

・単元を選択 

 

 

 

 

※おすすめの項目を選択する

か、好きな単元を選択して学習

を進めることができます 
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・動画視聴の「始める」を選択 

 

・動画視聴ボタンを選択して動画視聴をして、終わったら「学習内容選択へ戻る」を選択 

 

・理解度確認テストの「始める」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実施すると結果が表示されま

す 

※理解度確認テストは 1 度だけ

挑戦できます 

※2 回目以降は挑戦時の間違い直

しができる画面に遷移します 

※一度でも押下した場合は「も

う一度見る」になります 
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・表示された問題をノートに解いて、すべて解き終わったら「答え合わせをする」を選択 

 

・ノートに解いた内容を元に正誤入力して、「結果を登録する」を選択 

 

・結果を確認して、「演習問題を解く」を選択 

 

※演習問題は理解度テストの結

果を受けて、最適な問題が選出

されます 
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・演習問題では、正誤入力後、間違えた問題の解説動画の確認 

 

・終了条件を満たすと、結果一覧画面が表示されるので、確認して、「項目リスト」を選択 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

※演習画面には学習内容選択画面からもアクセスできます 

 

 

※演習問題のボタンは「始め

る」→「間違い直し」→「○回

目」という表示に変わっていき

ます 
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２ 授業で学習を行う 

※【１ 自習で学習を行う】との違いは、【確認テスト】・【授業アンケート】・【サポーターを呼ぶ】

の出現 

・ダッシュボードで「授業を始める」を選択 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

・別日の授業の振替えの場合は、「授業の振替え」を選択 

 

・参加する授業を選択 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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・教科を選択 

 

・確認テストを選択 

 

・単元を選択 

 

 

 

授業中は、「サポーターを呼ぶ」

ボタンが出現し、選択すると先

生画面にアラートが表示されま

す 

※宿題を提出しないと挑戦でき

ません 

※実施すると間違い直しに挑戦

できます 

※間違い直しを行うと「クリ

ア！」となり、結果の閲覧のみ可

能になります。 

※確認テストを行わない設定に

なっている場合はこの画面は表

示されません 

※おすすめの項目を選択するか、

好きな単元を選択して学習を進

めることができます 
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・動画視聴の「始める」を選択 

 

・動画視聴ボタンを選択して動画視聴をして、終わったら「学習内容選択へ戻る」を選択 

 

・理解度確認テストの「始める」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一度でも押下した場合は「もう

一度見る」になります 

※実施すると結果が表示されま

す 

※理解度確認テストは1度だけ挑

戦できます 



9 

 

・表示された問題をノートに解いて、すべて解き終わったら「答え合わせをする」を選択 

 

・ノートに解いた内容を元に正誤入力して、「結果を登録する」を選択 

 

・結果を確認して、「演習問題を解く」を選択 

 

※演習問題は理解度テストの結

果を受けて、最適な問題が選出さ

れます 
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・演習問題では、正誤入力後、間違えた問題の解説動画の確認 

 

・終了条件を満たすと、結果一覧画面が表示されるので、確認して、「項目リスト」を選択 

 

 

・授業終了の指示で、項目リストから「学習を終了する」を選択 

 

※先生が授業開始～終了したと

ころまでの学習内容をもとに、そ

の授業での宿題と、確認テストの

範囲が決まります 

※宿題、確認テストは授業終了

後、30 分で生成されます。 
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・評価ボタンとコメントを入力して「授業を終了する」を選択 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

※演習画面には学習内容選択画面からもアクセスできます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※先生が既に授業終了してしま

った後は表示されません（授業後

すぐに自習を続ける流れをさえ

ぎらないため） 

※演習問題のボタンは「始める」

→「間違い直し」→「○回目」と

いう表示に変わっていきます 
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３ 塾での学習後に宿題を行う 

・ダッシュボードで宿題を実施する教科の「未実施○件」を選択 

 

・宿題を選択 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実施すると間違い直しに挑戦

できます 

※間違い直しを行うと「クリ

ア！」となり、結果の閲覧のみ可

能になります。 

※学習の流れは演習と同様です。 
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■学習履歴を確認する（通常学習） 

・ダッシュボードから振り返りを選択 

 

１ 履歴を確認して学習量や苦手・得意を知り次の学習に活かす 

・目標達成状況を選択して目標達成に向けて自分が残りの期間でどれだけ学習するか確認します 

 

・学習状況と期間を選択して、期間内の学習時間と問題数の積み重ねを確認する 

 

※現在、選択中の学習モードの履

歴の確認ができます 

※前日分までの学習をもとに毎

日夜間に集計しています 

※目標は下記の設定方法があり

ます 

 ・問題数 ○○問 

 ・正解数 ○○問 

 ・学習時間 ○○時間 

 ・教科理解度 ○○％ 
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・教科ごとの学習状況を選択して、選択期間内の教科理解度の推移と最新の単元別理解度を確認 

  

※単元名を選択すると、その単元の学習履歴詳細を確認できます 

 

※結果を選択すると、正誤結果詳細を確認できます 

 

※教科理解度は前日までに実施

した単元の理解度から毎日夜間

に集計しています 

※単元別理解度は学習する度に

更新されています 
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・授業履歴を選択して、ある日の授業での取り組み状況を確認 

 

※宿題・確認テストは、その日の

学習内容から作られたものを、そ

の日の授業の履歴として表示し

ます（自宅で宿題を実施、次回の

授業で確認テストを実施して記

録が表示されます） 
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■基本的な学習の流れ（定期テスト対策期間） 

・授業モードボタンを選択して定期テスト対策を選択 

 
・授業を始める 

 

・教科を選択 
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・表示された問題をノートに解いて、すべて解き終わったら「答え合わせをする」を選択 

 

・ノートに解いた内容を元に正誤入力して、「結果を登録する」を選択 

 

・正誤入力後、結果を確認して、間違えた問題の解説動画の確認 

 

※定期テスト問題は、各単元の

理解度に応じて最適な問題が表

示されます。確実にできるまで

同じ問題もレコメンドされま

す。 
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・終了条件を満たすと、結果一覧画面が表示されるので、確認して、「一覧へ戻る」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教科選択画面に戻るので、引き

続き学習する場合は、再度教科を

選択することで続きを学習でき

ます 
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■学習履歴を確認する（定期テストのみの部分） 

・ダッシュボードから振り返りを選択 

 

１ 今自分がどのくらいのステップにいるかを確認 

・目標点数に対して、各教科どのステップにいるかを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指定学習範囲の理解度を元に

予想しています 

→学校によるテストの難易度の

違いがありますので目安として

ご活用ください 

 

※その他、目標達成状況、学習

状況は定期テスト期間と範囲に

合わせて通常学習とは別に集計

されます 
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■基本的な学習の流れ（講習会期間） 

・授業モードボタンを選択して講習会を選択 

 
・授業を始める 

 
・教科を選択 

 

・目標選択（初回のみ） 

 

 

～～以下通常学習と学習の流れは同じになります～～ 

 

※得意を伸ばす場合は理解度が

高い順 

（下位層向け：自信をつけさせ

つつ徐々に苦手に挑戦させるな

ど） 

 

※苦手を克服する場合は理解度

が低い順 

（上位層向け：苦手項目が限ら

れているなど） 
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・単元を選択 

 

・動画視聴の「始める」を選択 

 

・動画視聴ボタンを選択して動画視聴をして、終わったら「学習内容選択へ戻る」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一度でも押下した場合は「も

う一度見る」になります 

※おすすめの項目を選択する

か、好きな単元を選択して学習

を進めることができます 
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・理解度確認テストの「始める」を選択 

 

・表示された問題をノートに解いて、すべて解き終わったら「答え合わせをする」を選択 

 

・ノートに解いた内容を元に正誤入力して、「結果を登録する」を選択 

 

 

 

 

 

※実施すると結果が表示されま

す 

※理解度確認テストは 1 度だけ

挑戦できます 

※2 回目以降は挑戦時の間違い直

しができる画面に遷移します 
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・結果を確認して、「演習問題を解く」を選択 

 

・演習問題では、正誤入力後、間違えた問題の解説動画の確認 

 

・終了条件を満たすと、結果一覧画面が表示されるので、確認して、「項目リスト」を選択 

 

※演習問題は理解度テストの結

果を受けて、最適な問題が選出

されます 



24 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

※演習画面には学習内容選択画面からもアクセスできます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※演習問題のボタンは「始め

る」→「間違い直し」→「○回

目」という表示に変わっていき

ます 
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■学習履歴を確認する（講習会のみの部分） 

・ダッシュボードから振り返りを選択 

 

・教科ごとの学習状況を選択して講習会設定時と講習会学習後の理解度の違いを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※単元別理解度の設定時との比

較は講習会学習のみの機能とな

っております 



26 

 

■目標を設定する 

１ 通常学習（講習会・入試）モードの目標設定 

・ダッシュボードで「目標のチェック」を選択 

 

・「次の目標を設定する」を選択 

 

・期間を設定する（目標設定期間終了日の選択） 
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・目標名、目標の設計、コメント欄を入力して保存 

 

↓ 

 

 

２ 定期テストモードの目標設定 

・定期テストモードではテストの目標点数の入力をお願いします 

 

※目標名は設定期間に合わせて

デフォルトで入力されますが、任

意の目標名に変更できます 

※コメントまで入力すると保存

ができるようになります 

※登録後すぐであれば編集でき

ますが、翌日以降は終了日を過ぎ

るまで編集はできません 

※定期テストの目標はダッシュ

ボードおよび、ステップ一覧で反

映されます 
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■推奨環境 

・回線速度 

20mbps 以上（DOWNLOAD） 

 

・パソコン 

●Windows を搭載した PC 

 OS：Windows 8.1・10 

 ブラウザ：Google Chrome バージョン 87 以上 

●Mac OSX を搭載した Mac 

 OS：Mac10.14  

 ブラウザ：Safari バージョン 14 以上、Google Chrome バージョン 87 以上 

 

・タブレット 

●Android タブレット 

OS：Android8.0 

ブラウザ：Google Chrome バージョン 87 以上 

●iPad タブレット 

OS：iOS 14 

ブラウザ：Safari バージョン 14 以上、Google Chrome バージョン 87 以上 

※上記ブラウザ以外は推奨環境対象外となります 


